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日本放射線腫瘍学会第37回学術大会

パシフィコ横浜ノース 第5会場(G403+G404)
〒220-0012  神奈川県横浜市西区みなとみらい1-1-1

山梨大学医学部 放射線医学講座 大西 洋 先生

カルチャーショック：日本vs米国の放射線治療医、
大学病院本院vs大学病院分院一人医長

順天堂大学医学部附属浦安病院 放射線科 齋藤 アンネ優子 先生

日本放射能線腫瘍学会第37回学術大会
一般社団法人がん医療の今を共有する会（ACT)

共催

ＡCT会員

2024年

ACTは、がんの放射線治療をもっと身近なものにする
ため、垣根を超えた連携を構築し、がん医療の今を共
有するための活動をしています。
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ACT特別企画
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演　者

演　者
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放射線治療医への道のり-MDACCの見学から得たこと-
国立がん研究センター東病院 放射線治療科 小池 結女 先生

より多くの患者に放射線治療を届けるために何ができるのか？
秋田大学大学院医学系研究科　放射線医学講座 和田 優貴 先生

Dept.of Radiation Oncology Baylor
Collage of Medicine Komaki Ritsuko 先生座　長

https://act-oncol.or.jp/policy/

「がん診療における『緩和的放射線
治療』の積極的な活用に向けて」の
提言書を公開しています。

ぜひご覧ください。

がん医療の今を共有する会

・放射線治療を日本でもっと多くの患者に届けるには？
 ・院内（医療圏内）で最新最適な放射線治療をもっと拡めるには？

大西 洋先生、Komaki Ritsuko先生

齋藤 アンネ優子先生、小池 結女先生、和田 優貴先生、井上 哲哉先生

司会

パネリスト

演　者

総合討論

北海道の地方都市で放射線治療をどのように啓発しているか
～地方中核病院の取り組み

帯広厚生病院 放射線科 井上 哲哉 先生
問い


